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　６月６日　蓮沼岡・浜地区社会福祉協議会では、身障者、独居、高齢者
世帯を対象とした日帰り旅行を実施しました。
　推進員と合わせて31 名の参加があり、山梨県にあるさくらんぼ農園を訪れ
ました。たわわに実った赤い実を口にして、身も心もさくらんぼ色に染められ、
バスの中でも賑やかに笑い声が絶えませんでした。
　梅雨のシーズンとはいえ、薄曇りの中、雨にもあわずにお土産のさくらんぼを
かかえて、予定の時間通りにそれぞれの家路に着くことができました。
　楽しい思い出づくりの１ページがまた一つ増えました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（蓮沼浜地区社協福祉推進員　秋葉千恵子）

～さくらんぼ狩り～

山武市社会福祉協議会 KIZUNA



●基本方針●　本協議会では、生活困窮者自立支援
法の施行や介護保険法の改正、子ども子育て支援新制
度などの制度改革を的確に捉え、誰もが安心して暮らす
ことができる福祉のまちづくりを目指し、地域における福祉
課題や生活課題の解決に向けた取り組みとそれを支える

担い手づくりを強化していきます。
　また、福祉サービスのより一層の充実及び地域福祉活
動を推進するため、本協議会に課せられた使命・経営理
念・事業展開の再認識と強化を図りながら、次のことを重
点に活動していきます。
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平成28年度

事業報告

【重点項目】
１．生活支援活動への積極的な取
り組み
　地域における深刻な生活課題の
解決に向けた事業に取り組みます。
⑴ 生活困窮者自立相談支援事
業への取り組み

・生活・就労相談室に支援員を配
置し、生活困窮者が抱えている不
安や困りごとの相談を受け、本人
の状態に応じた包括的な支援事
業を推進します。

⑵ 成年後見事業への取り組み
・成年後見支援センターを設置し、

判断能力が不十分な方 を々、法
人が保護し支援を行います。専
門員は、基本理念である「ノーマ
ライゼーション」「自己決定の尊重」
「残存能力の活用」のもと、本人
保護との調和を図り、状況に応じ
た柔軟かつ弾力的な利用しやす
い制度を目指し取り組んでいきま
す。
２．高齢者が安心して生活するこ
とができる地域づくりの推進
　介護保険法の改正により新た
に制度化された生活支援コーディ
ネーターを配置し、包括的な高齢
者支援の体制づくりに努めます。
特に、地域に不足するサービスの
創出等の資源開発と、関係者間の
情報共有や生活支援の担い手づ
くりを促進するネットワークづくりを進
めます。
３．災害時における支援体制の整備 
　東日本大震災の教訓を踏まえ、
災害時に高齢者や障害者等支援
が必要とされる方々に対し迅速に
支援するため、行政や民生委員な
ど関係機関と連携し、今後の災害
支援体制の構築に努めます。
　また、災害時の支援活動を想定
した災害ボランティアセンターの立
ち上げ、運営訓練を実施するなど、
円滑に設置・運営ができるように職
員の育成を図ります。

【事業実施計画】
１．第２次地域福祉活動計画の推進
●第２次地域福祉活動計画の推進

・山武市地域福祉活動計画推進
委員会

・計画の実践・評価・見直し体制の
強化

・行政や福祉関係団体等との連携
による計画の推進

・研修会・住民福祉座談会等の開催
２．広報・啓発活動の強化
●広報・啓発活動の実施

・広報誌の発行（年４回）
・リーフレット・チラシの作成
・ホームページの充実
・社会福祉大会の開催
・福祉イベントの開催
３．地域福祉の推進 
●地域福祉活動の推進

・地区社協活動の支援
・ふれあいいきいきサロンの支援
・地域みまもりサービス事業の実施
・家族ふれあい事業の実施
・福祉活動団体の支援
・福祉のこころづくり講座の開催
・街のほっとスポット設置事業の実施
・チャリティイベントの開催
・マイクロバスの貸出
・物品の貸出
・コミュニティソーシャルワーカーの配置
●生活支援体制及び住民主体の
支援活動の推進

・生活支援コーディネーターの配置
・地域の支え合い体制づくり
・担い手の知識・スキル向上の研修

の実施
・関係者間の情報共有及び連携・

協働による取り組みの推進
●ボランティア・市民活動の推進

・ボランティア活動のコーディネート
・ボランティア講座の開催
・ボランティア活動の広報・啓発
・災害時におけるボランティア活動

の推進
・ボランティア活動費の助成
・ボランティア保険の受付
・おもちゃ図書館の開館

●福祉教育の推進
・福祉教育活動費の助成
・福祉教材の貸出
・福祉体験学習の開催
４．在宅福祉の推進
●住民参加型在宅福祉サービス
事業の推進

・福祉輸送サービス事業の実施
・住民参加型在宅福祉（家事援

助）サービス事業の実施
●介護保険・障害者総合支援事
業の推進

・介護保険訪問介護員派遣事業
の実施

・障害者総合支援訪問介護員派
遣事業の実施
５．総合的な相談、援助活動の推進
●心配ごと相談事業の推進

・心配ごと相談・弁護士相談事業
の実施
●各種資金の貸付等

・福祉資金の貸付
・生活福祉資金の貸付
・特別応急援護費の交付
●福祉サービス利用援助事業の
推進

・日常生活自立支援事業の実施
●日常生活支援事業の推進

・有料配食サービス事業の実施
・福祉カー貸付事業の実施
・福祉用具等貸出事業の実施
・介護者リフレッシュ事業の実施
・みんなの介護スクール事業の実施
・おとこの料理教室事業の実施
・歳末たすけあい事業の実施
・外出困難者生活支援事業の支援
●災害当事者への見舞金の交付

・交通遺児援護基金による見舞金
等の交付

・社協災害見舞金の交付
●生活支援活動への取り組み

・生活困窮者自立相談支援事業
の実施

・成年後見事業の実施
６．災害時における支援体制の整備
●災害対策と災害当事者への支
援事業の実施

・防災ネットワークの構築
・災害時初動体制の確立
・災害ボランティアセンターの立上げ

訓練
・千葉県内社協災害時の相互支

援協定に基づく活動
７．指定管理者制度施設の経営
●山武市福祉作業所の経営（３か所）
●山武市簡易マザーズホームの経営
●山武市山武福祉センターの経営
●山武市成東老人福祉センター
の経営
８．社協の基盤強化
●組織の運営

・理事会の開催
・評議員会の開催
・監事による監査
・委員会の開催
●苦情解決相談の受付

・福祉サービスに対する苦情解決
の実施
●会員募集の実施

・一般会員の募集
・賛助会員、特別会員の募集
●共同募金運動・日本赤十字社
社資募集運動への協力

・赤い羽根共同募金運動の実施
・歳末たすけあい募金運動の実施
・日本赤十字社社資募集運動の実

施
●関係団体支援事業及び連携強化

・市民生委員児童委員協議会
・市ボランティア連絡協議会
・市区長会
・市身体障害者福祉会
・市手をつなぐ親の会
・市ゴールドクラブ連合会
・市赤十字奉仕団
・その他協力団体との連絡調整
●社協役職員研修の実施

・国・県・県社協等の研修や会議へ
の参加

・先進地視察研修の実施
・職員研修の実施
●社協体制の基盤整備

・事務所の検討

●基本方針●　本協議会では、生活困窮者自立支援
法の施行や介護保険法の改正、子ども子育て支援新制
度などの制度改革を的確に捉え、誰もが安心して暮らす
ことができる福祉のまちづくりを目指し、地域における福祉
課題や生活課題の解決に向けた取り組みとそれを支える

担い手づくりを強化していきます。
　また、福祉サービスのより一層の充実及び地域福祉活
動を推進するため、本協議会に課せられた使命・経営理
念・事業展開の再認識と強化を図りながら、次のことを重
点に活動していきます。
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収 入
244,994,250

 1,686,828
その他の収入16,978,996

介護保険
事業収入

事業収入

繰越金収入
12,797,937

6,770,223

6,280,707

就労支援事業収入
7,555,310

会費収入 5,982,840

負担金収入  2,249,100 貸付事業収入 1,174,900

事業費支出
185,499,297
（人件費を含む）

事務費支出
23,468,1502

助成金支出
10,046,000

貸付事業支出 1,091,900

その他の活動支出等
9,130,409

支 出
239,135,453

（単位：円）（単位：円）

共同募金配分金事業費
2,505,276就労支援事業支出

7,394,423

受託金収入
26,735,912

経常経費
補助金収入

寄付金収入

98,906,851

障害福祉サービス等事業収入
57,875,654

平成28年度

事業報告

【重点項目】
１．生活支援活動への積極的な取
り組み
　地域における深刻な生活課題の
解決に向けた事業に取り組みます。
⑴ 生活困窮者自立相談支援事
業への取り組み

・生活・就労相談室に支援員を配
置し、生活困窮者が抱えている不
安や困りごとの相談を受け、本人
の状態に応じた包括的な支援事
業を推進します。

⑵ 成年後見事業への取り組み
・成年後見支援センターを設置し、

判断能力が不十分な方 を々、法
人が保護し支援を行います。専
門員は、基本理念である「ノーマ
ライゼーション」「自己決定の尊重」
「残存能力の活用」のもと、本人
保護との調和を図り、状況に応じ
た柔軟かつ弾力的な利用しやす
い制度を目指し取り組んでいきま
す。
２．高齢者が安心して生活するこ
とができる地域づくりの推進
　介護保険法の改正により新た
に制度化された生活支援コーディ
ネーターを配置し、包括的な高齢
者支援の体制づくりに努めます。
特に、地域に不足するサービスの
創出等の資源開発と、関係者間の
情報共有や生活支援の担い手づ
くりを促進するネットワークづくりを進
めます。
３．災害時における支援体制の整備 
　東日本大震災の教訓を踏まえ、
災害時に高齢者や障害者等支援
が必要とされる方 に々対し迅速に
支援するため、行政や民生委員な
ど関係機関と連携し、今後の災害
支援体制の構築に努めます。
　また、災害時の支援活動を想定
した災害ボランティアセンターの立
ち上げ、運営訓練を実施するなど、
円滑に設置・運営ができるように職
員の育成を図ります。

【事業実施計画】
１．第２次地域福祉活動計画の推進
●第２次地域福祉活動計画の推進

・山武市地域福祉活動計画推進
委員会

・計画の実践・評価・見直し体制の
強化

・行政や福祉関係団体等との連携
による計画の推進

・研修会・住民福祉座談会等の開催
２．広報・啓発活動の強化
●広報・啓発活動の実施

・広報誌の発行（年４回）
・リーフレット・チラシの作成
・ホームページの充実
・社会福祉大会の開催
・福祉イベントの開催
３．地域福祉の推進 
●地域福祉活動の推進

・地区社協活動の支援
・ふれあいいきいきサロンの支援
・地域みまもりサービス事業の実施
・家族ふれあい事業の実施
・福祉活動団体の支援
・福祉のこころづくり講座の開催
・街のほっとスポット設置事業の実施
・チャリティイベントの開催
・マイクロバスの貸出
・物品の貸出
・コミュニティソーシャルワーカーの配置
●生活支援体制及び住民主体の
支援活動の推進

・生活支援コーディネーターの配置
・地域の支え合い体制づくり
・担い手の知識・スキル向上の研修

の実施
・関係者間の情報共有及び連携・

協働による取り組みの推進
●ボランティア・市民活動の推進

・ボランティア活動のコーディネート
・ボランティア講座の開催
・ボランティア活動の広報・啓発
・災害時におけるボランティア活動

の推進
・ボランティア活動費の助成
・ボランティア保険の受付
・おもちゃ図書館の開館

●福祉教育の推進
・福祉教育活動費の助成
・福祉教材の貸出
・福祉体験学習の開催
４．在宅福祉の推進
●住民参加型在宅福祉サービス
事業の推進

・福祉輸送サービス事業の実施
・住民参加型在宅福祉（家事援

助）サービス事業の実施
●介護保険・障害者総合支援事
業の推進

・介護保険訪問介護員派遣事業
の実施

・障害者総合支援訪問介護員派
遣事業の実施
５．総合的な相談、援助活動の推進
●心配ごと相談事業の推進

・心配ごと相談・弁護士相談事業
の実施
●各種資金の貸付等

・福祉資金の貸付
・生活福祉資金の貸付
・特別応急援護費の交付
●福祉サービス利用援助事業の
推進

・日常生活自立支援事業の実施
●日常生活支援事業の推進

・有料配食サービス事業の実施
・福祉カー貸付事業の実施
・福祉用具等貸出事業の実施
・介護者リフレッシュ事業の実施
・みんなの介護スクール事業の実施
・おとこの料理教室事業の実施
・歳末たすけあい事業の実施
・外出困難者生活支援事業の支援
●災害当事者への見舞金の交付

・交通遺児援護基金による見舞金
等の交付

・社協災害見舞金の交付
●生活支援活動への取り組み

・生活困窮者自立相談支援事業
の実施

・成年後見事業の実施
６．災害時における支援体制の整備
●災害対策と災害当事者への支
援事業の実施

・防災ネットワークの構築
・災害時初動体制の確立
・災害ボランティアセンターの立上げ

訓練
・千葉県内社協災害時の相互支

援協定に基づく活動
７．指定管理者制度施設の経営
●山武市福祉作業所の経営（３か所）
●山武市簡易マザーズホームの経営
●山武市山武福祉センターの経営
●山武市成東老人福祉センター
の経営
８．社協の基盤強化
●組織の運営

・理事会の開催
・評議員会の開催
・監事による監査
・委員会の開催
●苦情解決相談の受付

・福祉サービスに対する苦情解決
の実施
●会員募集の実施

・一般会員の募集
・賛助会員、特別会員の募集
●共同募金運動・日本赤十字社
社資募集運動への協力

・赤い羽根共同募金運動の実施
・歳末たすけあい募金運動の実施
・日本赤十字社社資募集運動の実

施
●関係団体支援事業及び連携強化

・市民生委員児童委員協議会
・市ボランティア連絡協議会
・市区長会
・市身体障害者福祉会
・市手をつなぐ親の会
・市ゴールドクラブ連合会
・市赤十字奉仕団
・その他協力団体との連絡調整
●社協役職員研修の実施

・国・県・県社協等の研修や会議へ
の参加

・先進地視察研修の実施
・職員研修の実施
●社協体制の基盤整備

・事務所の検討

流　動　資　産 35,836,497 流　動　負　債 29,977,692 
固　定　資　産 251,283,027 固　定　負　債 176,143,705 

純 　 資 　 産 80,998,127 
合　　計 287,119,524 合　　計 287,119,524 

貸借対照表

平成28年度社会福祉事業収支決算

（単位：円）

2社協会報

　社会福祉法人制度改革として、社会福祉法等の
一部を改正する法律が平成29年４月１日に施行さ
れた。
　本協議会では、社会福祉法人の健全な運営に資
するため、制度改革を的確に捉え、経営組織のあ
り方について見直しするとともに、誰もが安心し

て暮らすことができる福祉のまちづくりを目指し、
事業計画及び地域福祉活動計画に基づき事業を進
めてきた。
　特に平成28年度は、介護保険法の改正により新
たに制度化された生活支援コーディネーターを配
置し、高齢者支援の体制づくりに努めてきた。

１．第２次地域福祉活動計画の推進
　●第２次地域福祉活動計画の推進
　・地域福祉活動計画推進委員会の開催
　２回
　・住民福祉座談会の開催１か所　２回
　・さんむまちづくり出前講座への参加
� １回
２．広報・啓発活動の強化
　●広報・啓発活動の実施
　・広報誌の発行　�4回
　・ホームページの運営
　・社会福祉大会の開催
　・健康福祉まつりの実施
　・さんむ市民活動フェスタへの参画
３．地域福祉の推進 
　●地域福祉活動の推進
　・地区社協活動の支援　14地区
　・ふれあいきいきサロンの支援　37サ
ロン設置

　・地域みまもりサービス事業
� 　24回実施（延べ利用者数180名）
　・家族ふれあい事業の実施　� １回
　・チャリティゴルフコンペの開催
� 　参加者数77名
　・チャリティグラウンドゴルフ大会の
開催　� 参加者数195名

　・マイクロバスの貸出� 　90回
　・物品の貸出　� �122件
　●生活支援体制及び住民主体の支援活
動の推進

　・生活支援コーディネーターの設置
　・山武市地域包括支援センター運営協
議会部会の開催　� ３回

　・福祉有償運送運転者講習等の開催　
１回　参加者19名

　・きらきら老後応援隊養成講座の開催
　� 全７回（延べ参加者数121名）

　・ニーズ調査の実施
　●ボランティア・市民活動の推進
　・ボランティア登録者
86グループ1,280名�個人173名�災害
支援等49名�合計1,502名

　・ボランティア・市民活動講座の開催
（９講座実施）

　・おもちゃ図書館事業の実施
（３か所　開館日数28日　延べ利用
者数428名　ボランティア28名）

　●福祉教育の推進
　・福祉教育活動費助成事業　12校　助
成額360,000円

　・福祉体験学習への協力（12校　延べ
回数22回）

　・成東地区福祉教育推進連絡会の支援
４．在宅福祉の推進
　●住民参加型在宅福祉サービス事業の
推進

　・福祉輸送サービス事業
　　利用会員185名　協力会員39名　延
べ活動回数2,744回

　・住民参加型在宅福祉（家事援助）サー
ビス事業
利用会員100名　協力会員30名　延
べ活動回数747回

　●介護保険・障害者総合支援事業の推
進

　・訪問介護員派遣事業（介護保険制度）
　延べ件数2,234件

　・地域生活支援事業（移動支援）　延件
数168件

５．総合的な相談、援助活動の推進 
　●心配ごと相談事業の推進
　・一般相談　
（開設日数　58日　相談件数　25件）

　・弁護士相談
　　（開設日数　46日　相談件数270件）
　●各種資金の貸付等
　・福祉資金貸付（緊急援護費40件）
　・生活福祉資金貸付（県社協福祉資金
11件）

　・特別応急援護費交付（1件）
　●福祉サービス利用援助事業の推進
　・日常生活自立支援事業契約数　23名
　・相談・訪問調査等　延べ回数224回
　●日常生活支援事業の推進
　・有料配食サービス事業　利用者数54
名　延べ配食回数2,735回

　・福祉カー貸付事業　�939回
　・福祉用具等貸出事業　�135件
　・介護者リフレッシュ事業　�
� 3回　延べ参加人数19名
　・みんなの介護スクール　�　
� 3回　延べ参加人数39名
　・おとこの料理教室　
� 32回　延べ参加人数381名

　●災害当事者への見舞金の交付
　・交通遺児援護基金による見舞金１件、
勉学奨励金１件

　・災害見舞��火災６件
　●生活支援活動への取り組み
　・生活困窮者自立相談支援事業　新規
相談件数　199件

　・生活困窮者自立相談支援事業　相談
延件数　1,633件

　・市民後見人養成講座フォローアップ
研修　１回

　・法人後見受任　１件
６．災害時における支援体制の整備
　●災害対策と災害当事者への支援事業
の実施

　・災害時協力ボランティアの登録
　・災害支援ボランティア講座　１回
　・東日本大震災被災者・避難者支援事
業「森のじかん」への参画

７．指定管理者制度施設の経営
　●福祉作業所の経営（３か所）　契約者
数44名

　●簡易マザーズホームの経営　契約者
数39名

　●山武福祉センターの経営　施設利用
実績　2,483名

　●成東老人福祉センターの経営　施設
利用実績　5,261名

８．社協の基盤強化
　●苦情解決相談の受付
　●第三者委員の設置
　●会員募集の実施
　●共同募金運動・日本赤十字社社資募
集運動への協力

　●関係団体支援事業及び連携強化
　・ボランティア連絡協議会の運営支援
　・身体障害者福祉会の運営支援
　・手をつなぐ親の会の運営支援
　・大富地区高齢者等の支援を考える会
の運営支援

　・赤十字奉仕団の運営支援
　・ゴールドクラブ連合会の運営支援
　●社協役職員研修の実施
　●社会福祉現場実習生の受入れ

●
概
要
●



　任期満了により新しい役員（理事・監事）及び評議員が決
まりましたので、ご紹介いたします。
　本協議会運営の一層の充実を図るためお力添えをお願
いいたします。
　理事は、会長・副会長・常務理事の他に、地域及び各団体
代表並びに行政機関の代表等により16名で構成されていま
す。理事は、事業執行の決定にそれぞれの立場から積極的
に参画し、地域福祉の推進役として社会福祉協議会事業の
発展に努めています。
　また、監事は、社会福祉協議会活動や社会福祉法人会計
を理解し、その事業を客観的に評価し、理事の業務執行及
び財産の状況を監査します。

（役員名簿）    （順不同・敬称略 平成28年3月28日現在）
会　長 小川　　浩 理　事 齊藤　澄子
副会長 宮野　栄一 理　事 香焼　由和
副会長 木内　秀雄 理　事 鈴木　愛伯
常務理事 小川　憲治 理　事 石毛美智子
理　事 金杉　　等 理　事 秋葉　行男
理　事 渡邉　伴三 理　事 下田德次郎
理　事 今井　正夫 理　事 齊藤　忠志
理　事 蕨　　健吉 監　事 小川　君江
理　事 善塔　　雄 監　事 相原　茂雄

　評議員は、地域福祉を推進するため、地域及び各団体等
から選出された方より33名で構成されています。社会福祉協
議会の重要事項を決定します。
（評議員名簿） （順不同・敬称略 平成28年3月28日現在）
評議員 髙木　　壽 評議員 金子　良子 評議員 戸村　幸子
評議員 長谷川　衛 評議員 古川　　光 評議員 飯岡　きい
評議員 緇荘　利幸 評議員 岩渕恵美子 評議員 横地　　博
評議員 山之口國雄 評議員 伊藤　雅宣 評議員 綿貫　映子
評議員 秋葉千恵子 評議員 斉藤しづ子 評議員 木河　政浩
評議員 土屋　和子 評議員 金子　謙吉 評議員 小川　仁志
評議員 小島　禮子 評議員 川面　貞雄 評議員 京相　惠子
評議員 江口　睦子 評議員 越川　忠行 評議員 段木　優子
評議員 石橋　能子 評議員 吉井　正道 評議員 西本　治代
評議員 加瀬むつ子 評議員 髙宮　義夫 評議員 藤波　静治
評議員 志田　幾代 評議員 秋葉　俊雄 評議員 大藤ゑい子
　任期満了により退任されました皆様には、本協議会の発展
のため多大なるご尽力をいただき厚くお礼申し上げます。今
後とも社会福祉活動の推進に一層のご理解とご協力を賜り
ますようお願いいたします。

《退任》横山　　勝 氏（監　事）
　　　五木田美之 氏（評議員）   大津　秀夫 氏（評議員）
　　　橋本　京子 氏（評議員）   小川　陽子 氏（評議員）

役員紹介

参加者募集

みんなの介護スクール

“転ばぬ先の杖”もし突然、介護が必要になったらどうしたらいいの？そんな不安にお答えします！
日　　時　７月21日㈮　午前10時～12時
場　　所　さんぶの森交流センターあららぎ館　多目的室やまゆり（山武市埴谷1884-1）
内　　容　講義：「突然の介護に備える介護準備について」
　　　　　介護保険を利用するには�・�成年後見制度とは�・�山武市市内の福祉サービスの紹介
講　　師　居宅介護支援センター北総長寿苑　介護支援専門員　秋葉美和氏
参 加 費　無　料
申込締切　７月19日㈬
　
介護者リフレッシュ茶話会

介護をしている方、関心のある方、どなたでもご参加ください。
お茶を飲みながら、楽しくおしゃべりをしてストレス解消をしましょう！
また、介護への不安や質問などお気軽にご相談ください。
日　　時　�８月25日㈮　　午前11時～午後１時
場　　所　山武福祉センター　（山武市埴谷1868-14）
参 加 費　５００円　（お弁当代として当日いただきます）
申込締切　８月23日㈬

＊申し込み・問合せ先＊　 山武市社会福祉協議会山武連絡所

TEL 0475-89-2111（電話でお申し込みください）
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送迎が必要な方は、

ご相談ください。

　社会福祉法の改正により役員の任期が変わり、新し
い役員が決まりましたのでご紹介いたします。
　役員である理事は、地域及び各団体等から選出され
た16名で構成されています。また、理事会は、社会福
祉協議会の業務執行に関する意思決定機関として位置
付けられています。
� （順不同・敬称略�平成29年５月22日現在）
会　長 小川　浩 理　事 善塔　　雄

副会長 宮野　栄一 理　事 戸村　幸子

副会長 齊藤　澄子 理　事 香焼　由和

常務理事　 小川　憲治 理　事 鈴木　愛伯

理　事 金杉　　等 理　事 石毛美智子

理　事 木内　秀雄 理　事 秋葉　行男

理　事 並木三喜男 理　事 鈴木　謙治

理　事 蕨　　健吉 理　事 浅野たき江

　役員である監事は、業務執行や財産の状況などを監
査します。また、理事会への出席や報告が義務付けら
れています。
� （順不同・敬称略�平成29年５月19日現在）
監　事 小川　君江 監　事 相原　茂雄

評議員紹介
　新しく評議員となられた方をご紹介いたします。
　本協議会運営の一層の充実を図るためお力添えをお
願いいたします。
� （順不同・敬称略�平成29年５月８日現在）
評議員 足立　康幸 評議員 相川　浩一

　退任されました方には、本協議会の発展のため多大
なるご尽力をいただき厚くお礼申し上げます。今後と
も社会福祉活動の推進に一層のご理解とご協力を賜り
ますようお願いいたします。
≪退任者名≫
平成29年５月13日退任
　　小川　一馬�氏（理　事）



　

現
在
、
成
東
駅
周
辺
の
整
備
に
伴

い
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
し
く

な
っ
た
農
協
の
前
に
あ
る
駐
輪
場
で

係
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
駐

輪
場
は
日
向
、
成
東
、
松
尾
に
あ
り
、

各
々
２
・
３
名
が
管
理
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
旧
成
東
町
に
は
駅
前
と
新

町
に
あ
り
、
利
用
者
は
年
間
契
約
で

登
録
し
た
人
の
み
。
殆
ど
が
通
勤
、

通
学
者
で
す
。
又
、
障
害
者
用
も
あ

り
料
金
等
が
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
容
台
数
は
バ
イ
ク
も
含
め
６
０

０
台
で
す
。
係
員
は
午
前
６
時
半
か

ら
９
時
半
、
午
後
３
時
半
か
ら
６
時

半
迄
の
２
回
出
勤
し
、
駅
前
と
新
町

の
巡
回
、
場
内
の
整
理
整
頓
を
し
ま

す
。
私
が
お
話
を
伺
っ
た
方
は
、
リ

タ
イ
ヤ
後
暫
く
し
て
勤
め
始
め
４
年

に
な
る
そ
う
で
す
。「
大
変
な
事
や

困
る
事
は
？
」
の
質
問
に
、
時
々
、

登
録
者
以
外

の
人
が
駐
輪

し
た
り
、
自

転
車
の
か
ご

に
食
べ
物
が

入
っ
て
い
る

と
、
カ
ラ
ス

が
食
べ
散
ら

か
し
て
し
ま

う
事
、
と
の

答
が
返
っ
て

来
ま
し
た
。

そ
こ
へ
丁
度
、

電
車
通
学
の
高
校
生
が
や
っ
て
き
て

賑
や
か
に
自
転
車
を
止
め
始
め
ま
し

た
。「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
帰
り
な
さ

い
」
お
互
い
に
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。

き
っ
と
明
日
も
「
お
は
よ
う
」「
行

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
声
が
聞
こ
え

る
事
で
し
ょ
う
。

（
成
東
地
域 

広
報
委
員 

塩
野
と
志
子
）

　

私
の
住
む
地
元
に
古
く
か
ら
子
安

観
音
が
あ
り
ま
す
。

　

子
安
観
音
と
は
安
産
や
幼
児
の
成

長
を
守
護
す
る
と
い
う
観
世
音
菩
薩

（
幼
児
を
抱
い
た
慈
母
の
像
）
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
こ
の
辺
り
で
は
子
供
が
生

ま
れ
る
と
お
宮
参
り
の
場
所
と
し
て

お
赤
飯
を
お
供
え
し
て
子
供
の
無
事

と
成
長
を
お
祈
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

私
自
身
も
、
そ
し
て
私
の
子
供
も

お
宮
参
り
の
場
所
で
し
た
。

　

こ
の
土
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
八
十

代
半
ば
の
お
ば
あ
様
よ
り
お
話
を
聞

く
事
が
出
来
ま
し
た
。
お
ば
あ
様
の

お
話
に
よ
る
と
、
子
供
の
頃
は
日
曜

日
に
な
る
と
近
所
の
子
供
達
が
集
ま

り
境
内
の
掃
除
を
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
が
過
ぎ
色
々
な

方
々
が
掃
除
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
も
高
齢
の
波
が
押
し
寄

せ
て
子
安
観
音
の
維
持
等
の
問
題
が

出
て
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て

当
時
の
区

長
、
代
議

員
の
方
々

が
何
度
か

話
し
合
い
、

地
区
の
皆

様
の
意
見

を
聞
き
、
地
区
の
皆
で
順
番
に
掃
除

を
す
る
事
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
二
十
八
年
八
月
か
ら

毎
月
第
一
日
曜
日
の
朝
八
時
か
ら
掃

除
を
す
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

始
ま
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
一
年
に

な
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
の
習
慣
等
を

次
の
世
代
に
少
し
で
も
残
せ
る
様
に
、

そ
し
て
自
分
の
孫
の
お
宮
参
り
も
出

来
れ
ば
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
松
尾
地
域 
広
報
委
員 

今
関
京
子
）

成東地域

古き伝統を次の世代へ

駅前の駐輪場

松尾地域

4社協会報



山武地域 山武地区日向東・西地域の事業活動について

平成28年度は梅干しを
贈呈し大変喜ばれました
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山
武
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

睦
岡
・
山
武
北
・
日
向
東
・
日
向
西
地

域
の
4
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
独
自
の
発
想

を
発
揮
し
な
が
ら
地
域
福
祉
の
向
上
に

努
め
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

日
向
東
・
西
地
域
の
事
業
活
動
は
、

７
つ
の
部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
企
画
研
修
部
」は
、
総
務
的
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
総
会

準
備
、
総
会
資
料
の
作
成
、
会
計
監
査

な
ど
を
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
、
年
2
回
の
親
睦
旅
行
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
推
進
員
の
福
祉
意
識
の
向
上
の

た
め
に
、
4
地
区
合
同
福
祉
推
進
員
会

議
や
新
年
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

　

会
計
担
当
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
が

事
業
活
動
の
実
施
に
あ
た
り
、
必
要
な

活
動
経
費
の
助
成
金
を
拠
出
し
、
事
業

活
動
の
円
滑
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
部
」は
、
高

齢
者
の
安
否
確
認
の
た
め
、
昼
食
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

お
弁
当
の
配
布
は
、
食
品
の
安
全
上

４
月
と
10
月
か
ら
3
月
に
、
5
月
か
ら

9
月
は
、
ヤ
ク
ル
ト
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
毎
月
第
2
金
曜
日
11

時
30
分
か
ら
12
時
30
分
の
間
に
弁
当
等

を
届
け
、
平
成
28
年
度
の
実
績
は
、
延

べ
東
地
区
66
名
・
西
地
区
24
名
に
配
布

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者（
53
名
）

を
対
象
に
慰
問
活
動
と
し
て
慰
問
物
品

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
世
代
間
交
流
部
」は
、
夏
休
み
期
間
、

日
向
小
学
校
の
工
作
教
室
で「
親
子
ふ

れ
あ
い
工
作
教
室
」を
実
施
し
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
を
さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館

の
来
館
者
に
、
見
て
も
ら
う
た
め
に
展

示
し
ま
す
。

　

山
武
西
小
学
校
に

お
い
て
1
年
生
を
対

象
と
し
た「
む
か
し

遊
び
教
室
」（
お
は
じ

き
・
お
手
玉
・
あ
や

取
り
・
こ
ま
回
し
・

竹
馬
・
メ
ン
コ
・
け
ん
玉
）に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

「
親
子
地
引
き
網
体
験
」計
画
し
ま
し
た

が
、
台
風
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　
「
友
愛
活
動
部
」は
、
東
・
西
の
地
域

ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
等
の
高
齢
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
東
・

西
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
に
食
事
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
実
績
は
、
東
地
域
で

は
11
名（
推
進
員
5
名
）・
西
地
域
は
43

名（
推
進
員
9
名
）で
し
た
。

　
「
広
報
部
」は
、
年
2
回
広
報
紙「
日

向
ぼ
っ
こ
」１
６
０
０
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

発
行
に
当
た
り
、
編
集
会
議
を
重
ね

て
校
正
作
業
、
仕
分
け
作
業
を
経
て
、

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
実
績
は
、
24
号
・
25

号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
「
募
金
部
」は
、
日
向
・
山
武
西
小
学

校
の
区
域
内
商
店
に
協
力
を
頂
き
、
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度

の
期
間
経
過
し
て
か
ら
礼
状
と
共
に
募

金
箱
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度

の
実
績
は
、
22

件
５
４
，９
２
７

円
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
貸
出
事
業
部
」は
、
4
地
区
合
同
の

事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
時
の
式
服
等
の
貸
し
出
し

と
お
手
入
れ
作
業
が
あ
り
、
貸
し
出
し

物
品
は
、
留
袖
、
喪
服
、
産
着
や
お
宮

参
り
セ
ッ
ト

の
用
意
を
し

て
い
ま
す
。

（
日
向
西
地
区
社
協　

福
祉
推
進
員

 

酒
匂
一
史
）



さんむ成年後見支援センターです
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　当センターでは、認知症や知的障がい、精神障がいなどによって判断能力が不十分な方が地域
で安心して暮らせるよう下記の事業に取組んでいます。

①　成年後見制度利用支援事業
「成年後見制度って何？」「どのように利用するの？」などの疑問にお答えし、制度利用を
サポートします。

②　法人後見の受任に関する事業
家庭裁判所の審判に基づき、社会福祉協議会が法人として後見等を引き受けます。
※対象者は、市長申し立て注1をする方で他に適切な成年後見人等が得られない方、または高額な財産

を所有せず他に適切な成年後見人等が得られない方等で、引き受けに際しては運営委員会に諮った
後、社会福祉協議会長が判断します。

③　市民後見人の育成
　市民後見人を養成する研修会等の実施（29年度は既修了者に対するフォローアップのみ）

注1）親族がいないために保護が受けられないという事態を防ぐため、市長が特に必要があると認める
場合等に行うもの

　　福祉サービス利用援助事業～すまいる～（千葉県社会福祉協議会受託事業）
日常生活に不安を感じている高齢者や障がいがある方を対象に、有料で福祉サービスの
利用や日常的な金銭管理など下記の3つの支援をします。

１. 福祉サ－ビスを安心してご利用できるようにお手伝いします。〔福祉サービス利用援助〕
＜例えば＞福祉サービスって何があるかわからない？
●福祉サービスについての情報提供を受けられます。
●福祉サービスを利用して嫌なことがあった時に、苦情解決制度を利用する手続きのお手伝い。
※日常生活自立支援事業をご利用中に専門家の援助や助言が必要になった場合には、弁護士･司法書士･

社会福祉士の紹介サービスもご利用になれます。
２．毎日のくらしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。〔財産管理サービス〕

＜例えば＞毎月振り込みに行くのが大変！ 1カ月どのくらい使えるのかわからなくなってしまう・・・
●医療費､ 税金､ 公共料金等を支払うお手伝い。
●あなたの通帳から生活に必要なお金を払い出してお渡し、また､ 預け入れするお手伝い。

３．大切な書類や印鑑などをお預かりします。　〔財産保全サービス〕
<例えば>通帳や年金証書をどこに置いたか忘れてしまう・・・
下記のものを当センターが契約をした銀行の貸金庫へ預け入れます。
●年金証書、預貯金通帳、不動産権利証書、契約書類
●実印､ 銀行印　　　　　　　　
●その他社会福祉協議会が適当と認めた書類
※財産保全サービスのみのご利用はできません。又､ 宝石､ 骨董品､ 貴金属類､ 株券､ 有価証券などは

お預かりできません

 １　法人後見事業関連

 ２　日常生活自立支援事業関連

詳しいことは・・・山武市社会福祉協議会内　さんむ成年後見支援センター
☎ 0475（82）7111



2017年夏号7

こんにちは 山武市松尾福祉作業所です
本格的な夏を迎えましたが、利用者の皆さんは暑さに負けず毎日作業に取り組んでいます。
利用者さん達の作業訓練と、楽しい季節の行事などの様子をご紹介します。

オライはすぬま、各連絡所、作業所
にて販売しています。ぜひご利用く
ださい。

お問合せ・連絡先　　山武市松尾福祉作業所　　電話　0479-86-7250

いつも牛乳パックをご寄

付いただきありがとうご

ざいます。引き続きご協

力をお願い致します。

作業風景

季節行事等

自主製品販売

①

①

③

③

②

①ネジの袋入れ
②部品磨き
③部品の数を数え袋に入れる作業

①10月実施　ハロウィンパーティー
②１月実施　餅つき大会
③４月実施　坂田池公園にて花見会



第12回  健康福祉まつり

スタッフ募集スタッフ募集
　今年も健康福祉まつりを開催します。
　みんなで福祉について考え、誰もが楽しみ
ながら参加できるイベントにするためスタッフ
を募集します。スタッフみんなで話し合い、開
催に向けてそれぞれ準備をすすめていきま
す。関心のある方は、社会福祉協議会までご連
絡ください。スタッフは随時募集しています！

ステージ運営班
ステージでの企画など

会場運営班
会場内の企画など

期日　10月15日（日）
会場　さんぶの森交流センター  あららぎ館

ジ運営班 会場運

総 務 班
イベントの広報など

ヘルパー募集

勤 務 地　　山武市埴谷1868－14
　　　　　　（山武福祉センター内）

勤務時間　　月曜日～金曜日
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

活動内容　　高齢者及び障害者等の訪問介護業務

給　　与　　活動内容、時間によりお支払いします。

採用条件　　介護福祉士資格と普通免許証をお持
ちの方　～55才くらいまでの方
山武市在住の方　面接にて合否を決
定させていただきます。

＊詳細はお電話でお問い合わせください。
　問合せ先　0475-89-2111（担当　鈴木）

登録ヘルパー随時募集中です。

週１回、半日から始めませんか？

子育て中の方、自宅で介護をされている方で

も空いている時間で結構です。
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ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
鈴
木
愛
伯
会
長
）
は
、
去
る
４
月
27

日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
さ
ん

ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
来
賓

に
越
川
市
議
会
副
議
長
、
小
川
社
会
福

祉
協
議
会
長
、
川
島
保
健
福
祉
部
長
を

お
迎
え
し
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
副

会
長
出
席
の
も
と
平
成
29
年
度
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

木
内
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
鈴

木
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
御
来
賓

の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
や
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
・
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の

議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
小
髙

副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
総

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
場
所
を
移
し
、
専
門

部
会
ご
と
に
事
業
等
の
活
動
に
つ
い
て

話
を
持
ち
努
力
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

（
女
性
活
動
部
会　

秋
葉　

昭
子
）

会
長
あ
い
さ
つ

　

昨
年
度
は
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
全

て
の
事
業
を
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
振
り
返
る

と
特
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
の
活
躍
が
目

立
つ
一
年
で
し
た
。

　

ま
ず
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会

に
お
い
て
女
性
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、
ペ
タ
ン

ク
で
は
2
チ
ー
ム
が
県
大
会
へ
進
む
な

ど
、
よ
う
や
く
他
の
市
町
村
と
肩
を
並

べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
「
ペ
タ

ン
ク
講
習
会
」
や
「
い
き
い
き
わ
く
わ

く
教
室
」
等
、
た
く
さ
ん
の
行
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の

充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
鈴
木
愛
伯



パネルディスカッション

昨年のスポーツ
　レクリエーション大会
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山
武
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
だ
よ
り

会員募集中です
一緒に仲間に

なりませんか

【お問合せ】山武市ボランティア・市民活動センター　☎ 0475-89-2121

★
４
月
20
日
、
研
修
会
開
催

　

山
武
み
ど
り
学
園
の
柳
原
施
設

長
を
講
師
に「
こ
だ
わ
り
を
強
み

に
」を
テ
ー
マ
に
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
本
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援

の
実
践
報
告
を
伺
い
大
変
感
銘
し

ま
し
た
。

★
第
14
回
山
武
地
区
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
７
月
20

日
に
東
金
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
は
総
勢
４
１
１
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
か
ら
マ
ー
君
達
が
ゲ
ス
ト
と

し
て
来
場
、
一
緒
に
競
技
に
も
参

加
し
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
年
も
楽
し
み
で
す
！
誰
で
も

参
加
Ｏ
Ｋ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
歓

迎
で
す
。

★
第
25
回
地
域
福
祉
促
進
大
会

　

２
月
10
日
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
に
て
開
催
、
こ
の
地
域
で
暮
ら

し
た
い「
山
武
圏
域
で
の
現
状
と

課
題
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

郡
内
各
地
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
は

じ
め
ご
来
場
の
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
市
長
を
囲
む
会（
行
政
懇
談
会
）

　

３
月
29
日
、
市
長
を
囲
む
会
を

開
催
、
日
頃
の
思
い
を
聞
い
て
い

た
だ
き
、
ま
た
地
域
の
民
生
委
員

と
の
つ
な
が
り
や
文
字
の
書
け
な

い
知
的
障
害
者
に
わ
か
り
や
す
い

選
挙（
投
票
）の
仕
方
に
つ
い
て
な

ど
が
会
員
か
ら
の
議
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

★
バ
ス
旅
行

　

10
月
８
日
に
バ
ス
旅
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
茨
城
県
大

洗
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
に
行
き
ま
し

た
。今
年
の
行
先
は
ど
こ
か
な
～
？

現
在
企
画
中
で
す（
お
楽
し
み
に
）

★
ク
リ
ス
マ
ス
会
も

　

12
月
に
は
毎
年

　

開
催
し
て
い
ま
す
。

おもちゃ図書館の開催日程

　山武市ボランティア・市民活
動センターでは、おもちゃを通
して遊びの楽しさを知ること、
発育を促すこと、また、親同士
の交流の場を提供することを目
的にしたおもちゃ図書館を市内
３箇所で開催しています。就学
前のお子さんを対象としていま
すので、ぜひご利用ください。
　また、協力いただけるボラン
ティアも募集してい
ますので興味のあ
る方はご連絡くだ
さい。

おもちゃ
図書館名

開催場所 開催日 時間

山武市
おもちゃ図書館

“らっこ”

山武市簡易マザーズホーム内
「くまの部屋」

（山武市白幡 1627）

7/14、9/8、
10/13、11/10、
1/12、2/9、
3/9 10：00

～
11：30

山武市
おもちゃ図書館
“ひらひら”

おおひら認定子ども園
子育て支援センター

（松尾町広根 1182 番地 1）

9/9、10/14、
11/11、1/13、
3/10

山武市
おもちゃ図書館
“みつばち”

なるとう認定子ども園
子育て支援センター

（さんむ医療センター前）

7/22、10/28、
11/25、1/27、
2/24



（社会福祉協議会へのご寄付）

◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
會田　トシエ ………………………………… 35,000円 
ボランティアグループ　虹の会 ……………… 37,061円
三者合同芸能発表祭　千葉歌曜会 ………… 30,000円
花てまり ……………………………………… 3,000円
匿名 …………………………………………… 5,730円
匿名 …………………………………………… 8,000円
◆物品のご寄付◆
奥矢　萌子 ……………………………………学校制服
農業法人 さんぶ野菜ネットワーク
　　………………………野菜約150㎏ほか食品×２回
◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株） …………… 676円

（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数１本につき２円
  寄附されます）

～平成29年４月17日から
平成29年６月１日までの受付分～

（順不同・敬称略）

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

7月 4日 11日 18日 25日
8月 1日 8日 15日 22日
9月 5日 12日 19日 26日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

7月 5日 12日 19日 26日
8月 2日 9日 16日 23日
9月 6日 13日 20日 27日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼保健センター（蓮沼ハ233）

山武市社会福祉協議会　☎０４７５－８２－７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475-82-7102　FAX ： 0475-82-7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp

人
口
動
向

市の人口

男
女

５３,０５０人
２６,５５８人
２６,４９２人

男
女

１６,９５１人
７,７０２人
９,２４９人

65歳以上

平成２９年6月1日現在

高齢化率

（前回より0.2％増）
31.9％

　　 ７月に入り、楽しい夏休み
の計画を立てるころです。

日常と違ってちょっと時間をとれるころですね。
また、一方、リタイヤされた方は、毎日がお休み
ということもありますが、人生で、自分の時間を
どう使うかでその充実感は違ってきます。ちょっ
とした時間に、「近所の一人暮らしの人に声をか
ける」また、「ボランティアに参加してみる」そう
したことで、人との絆が広がり、楽しさも深まり
ます。自分の少しの時間を使って、「他人のため
に何か役に立つことをする」それは人のためだけ
でなく、自分自身の成長にもつながります。

　毎日のニュースからは、人を傷つけ、いじめや、
虐待など悲しい事件が伝えられます。そのような
出来事の根本には「自分のことしか考えられない。
他人はどうなってもいい」という風潮があるよう
に思います。他人の不幸の上に自分の幸せは築け
ません。
　どんなことでもいいと思います。人のために役
立つ時間を取りたいものです。ボランティア活動
も様々ありますので、是非、参加してみてくださ
い。きっと新しい世界が広がります。人生の充実
感とは、自ら積極的に動き、働きかけることで得
られると思います。� （広報委員　佐々木純代）

平成29年度  第1回
「福祉のしごと就職フェア・ｉｎちば」

ご案内

　千葉県福祉人材センターでは、社会福祉施設・
事業所等へ就職を希望する方を対象に、「福祉のし
ごと就職フェア・ｉｎちば」を下記のとおり開催します。
　内容は、求人のある社会福祉施設・事業所の採
用担当者との個別面談や福祉現場に関する相談
等を行い、福祉・介護人材の確保と就労をサポート
します。

記
１ 開催日時：
平成29年7月9日（日） 午後１時～午後４時
２ 会場：
幕張メッセ国際会議場 コンベンションホール他
千葉市美浜区中瀬２－１

（ＪＲ京葉線海浜幕張駅から徒歩５分）３ 参加方法：
開催日当日、直接会場へお越しください。
参加費無料、履歴書不要、入退場自由
４ 問合せ先：
千葉県社会福祉協議会 千葉県福祉人材センター
TEL：０４３－２２２－１２９４ 
ＨＰ：http://www.chibakenshakyo.net/


